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号 

 

42 
名

称 
後楽橋 

 
指定日 平成 19年 3月 28日 所在地  三崎町三丁目～文京区後楽一丁目（神田川） 

設計者  

 

竣 工  昭和 2年（1927）11月 

  

 
歴史・文化的特徴 

橋名は近くにある小石川後楽園に由来している。 

震災復興橋梁である。 

 

 

 

 

意匠・構造の特徴 

簡素だが力強い鋼製アーチ橋。石造風の親柱、デザインされた手すりを持つ。 

東側に水道橋駅から東京ドームに直結する歩行者専用橋（後楽園ブリッジ）がある。 

橋桁の側面の色は緑色である。 

 

 

 

周辺景観との関係 

水道橋から東京ドーム方面へ至るゲート的な空間となっている。 

歩行者専用橋が橋への視界を遮っており、周辺からは橋梁の全景はあまり見る事ができな

い。水面からはアーチの印象的な姿を見ることができる。 

 

 

 

 

 


